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Abstract: The present study investigated the relationship among intrinsic and extrinsic motivation, the L2 self and 
international posture. In order to collect the data, the questionnaire was administered to 165 Japanese English as a 
Foreign Language (EFL) learners. By carrying out correlation analysis and cluster analysis, first, the study found 
that both of ideal and ought-to L2 selves collaboratively lead Japanese EFL learners to exert more efforts to learn 
English. Second, it was confirmed that not only intrinsic motivation but extrinsic motivation, especially identified 
regulation, is related to the L2 self and learning effort. Finally, the study suggested that a pedagogical intervention 
needs to be implemented in the classroom to enhance Japanese EFL learners' international posture. The study 
concluded that all of intrinsic motivation, extrinsic motivation, and ideal and ought-to L2 selves interact to enhance 
Japanese EEL learners' motivation to learn English. 
1．はじめに 








































要因である（e.g., CsIzer & Kormos, 2009; Ryan, 2009; Taguchi, 
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る. CsIzer and Kormos (2009) や Taguchi et al. (2009) は 
L2 義務自己も学習努力との間に一定の関係性を示してお
り，特に前者は L2 理想自己と L2 義務自己の間にも関係
性を見出している．L2 義務自己は第 2 言語不安と関連が








る (Oyserman & Markus, 1990; Ruovo & Markus, 1990; 
Oyserman, Markus, & Terry, 2006)．これらのことから,L2 













































の程度取り入れているのか」を示すものであり, それは L2 
自己の概念とも共通している（Dornyei, 2009)．また, 内発
的動機づけは教室内の指導によって発達するものである
ことが実証されている（e.g.，田中，2005, 2010; 贋森，2006). 
Vol .21,２０１３68



























前節ではL2 自己における 3つの研究課題を挙げ, それ








る．Konno の研究では, 日本人英語学習者に対しては L2 
義務自己も一定の意味を持つ可能性が指摘されたため， 







訳は男性 141名, 女性 24名，1年生が 43 名，2年生は 117 
名，3 年生が 3名，4年生が 2名であった． 
2.2 アンケート 
本研究のデータはアンケートによって収集された．L2 
自己については,Ryan (2009）と Taguchi et al. (2009）を
参考にL2理想自己（4 項目；a=.73), L2義務自己（4項
目；a=.81), 学習努力（4 項目；a=.73）の 3 つの尺度が用
いられた‘動機づけについては,Noels, Clement, & Pelletier 
(1999）と贋森（2006）を参考に, 内発的動機づけ（3 項
目；a=.84), 同一視的調整（3 項目；a = .79)，取入的調整 
(3 項目；a=.62)，外的調整（3 項目；a=.61), 無動機（3 
項目；a = .64）の 5 つの尺度を用いて測定された．なお, 

























































M 	 SD 	 SE Min Milx Skewness Kurtosis 
L2 理想自己 	 3.27 	 0.82 	 0.06 	 1.00 	 4.75 	 -0.51 	 0.04 
L2 義務自己 	 3.05 	 0.89 	 0.07 	 1.00 	 5.00 	 -0.31 	 -0.38 
学習努力 	 3.02 	 0.82 	 0.06 	 1.00 	 5.00 	 -0.07 	 -0.04 
内発的動機づけ 	 3.04 	 0.88 	 0.07 	 1.00 	 5.00 	 -0.31 	 -0.22 
同一視的調整 	 3.50 	 0.85 	 0.07 	 1.00 	 5.00 	 -0.32 	 -0.21 
取入的調整 	 3.36 	 0.81 	 0.06 	 1.00 	 5.00 	 -0.24 	 -0.45 
外的調整 	 3.62 	 0.80 	 0.06 	 1.67 	 5.00 	 -0.19 	 -0.49 
無動機 	 2.36 	 0.78 	 0.06 	 1.00 	 4.67 	 0.27 	 -0.42 
態度・行動 	 2.45 	 0.67 	 0.05 	 1.00 	 4.50 	 0.25 	 0.23 
知的傾向 	 2.77 	 0.66 	 0.05 	 1.00 	 4.38 	 -0.20 	 -0.18 
3.2 各変数間の相関係数 
各変数間の関係性を検証するために, 相関係数を算出し
た（表 2)．まずは L2 自己に関して，L2 理想自己,L2義
務自己，そして学習努力の相関が全て，60 以上と強い関係
性が見られた．L2 理想自己と L2 義務自己は強く関連し合



































































L2 自己，内発的ノ外発的動機づけ, 国際的志向性の関係性 
理想自己 義務自己 努力 内発 同一視 取入 外的 無動機 態度・行動 知的傾向 
L2 理想自己 	 ー 	 ．65** .72** .49** .75** .62" .52" 	 .39** 	 .35** 
L2 義務自己 	 ．61** .58" .57** .67" .61申申 、32" 	 .45** 	 .28" 
努力 	 .69中＊ .70＊中 '55** .42" 、54** .47** 	 .40" 
内発的動機づけ 	 .51** .57** .33** 、38** .49** 	 .35** 
同一視的調整 	
.68" .61申申 、52" .26** 	 .27" 
取入的調整 	
.64" 、46" .32" .31申申 
外的調整 	 、39** 	 .07 	 ー．01 









が得られた（内発的動機づけ；F (3, 161 = 38.04, p = .00,ゲ 
=0.50；同一視的調整；F (3, 161=62.64, p=.00,ゲ＝0.29; 
変数を投入し，標準化を行った上で分析を行った．理由は， 取入的調整；F (3, 161=39.52, p=.00,ク2=0.18；外的調整； 
標準偏差が大きい変数に分析の結果が左右されてしまう F (3,161 =23.83,p=.00,i2=0.10；無動機；F (3, 161=80.25, 
可能性があるからである（足立，2006)‘標準化により標準 p=.00,i2=0.36;L2理想自E;F (3, 161 =62.16,p=.00,り2 
偏差を統制できるため，このような問題を防ぎ，公平なク =0.29;L2義務自己；F (3, 161 = 29.44, p = .00,プ = 0.13；学 




全ての変数に有意差が見られ，外的調整,L2 義務自己，  
性向；F (3, 161=44.68, p=.oQ, ク 2=0.21；知的傾向；F (3, 
161 = 73.64, p = .00," 2 = 0.09)‘クラスタへの分類は妥当だ
ったと言える‘ 
図 1 各クラスタの動機づけ、L2 自己、国際的志向性のパターン 
各クラスタの解釈は以下の通りである．クラスタ 1(N 


















的動機群（d= 1.31）より高く，L2義務自己（d = 0.53,0.90), 
学習努力（d= 1.32, 1.71）も同様である．学習努力は，L2 







的調整（d= 1.22, 1.09)，および取入的調整（d=0.73, 1.00) 
が有意に高く効果量も中程度以上だった．外的調整に関し
































係する傾向にあることが示されてきた（e.g., Noels, 2001; 











と比較的相関が強かった L2 理想自己や L2 義務自己，そ
して内発的動機づけを独立変数，態度・行動の性向，知的
傾向をそれぞれ従属変数として重回帰分析を行った結果， 
前者は約 3 割（r= .29)，後者は約 2割（R2 = .16）しか説
明されないことがわかった．したがって, 学習者の内発的












響を及ぼすものとして捉えられてきた（Koestner & Losier, 






























志向性の 3 者間の関係性を検証した．結果としては，まず， 











































実態をつかむ事が難しい．例えば L2 理想自己と L2 義務
自己が学習者個人の中で「どのように」関連しているのか
を把握する事ができない．また, これまで負の側面が強調
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